
 

 
 

 

  



 

～講評～ 

第1問  円柱に立てかけられた棒に働く力のモーメントの問題である。水平面と円柱面に摩擦がある。力の図示

をするとともに力の作用点と回転の軸との距離を正確に求める必要がある。 

第2問  滑車を通した 2 物体の力のつり合いと力のモーメント・力学的エネルギー保存の法則の問題である。2

物体の運動方向が異なるので、どのように運動するのかをイメージできないと解けない。棒の太さを無視

しないと解答が得られないが問題文にはその条件が抜けている。 

第3問  一般の理想気体の熱サイクルの問題。気体のする仕事や吸収する熱量を求める問題であるが、文字の種

類が多いので計算に戸惑う。 

第4問  電場内の電子の運動の基本的な問題である。 

 

例年通り設定はあまり難しくないが計算量が多い。しかし、第 4 問は教科書レベルの問題である。解き始める前

に、全部の問題を見て、解く順番を考えてから解き始めよう。解ける問題をきちんと解けば、６割は取れるはず。 

 


